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地
方
公
共
団
体
の
行
政
活
動
は
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
町
が
福
祉
や
教
育
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
く
う

え
で
、
そ
の
コ
ス
ト（
費
用
）が
い
く

ら
掛
か
っ
て
い
る
か
を
整
理
し
た
も

の
が「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」で
す
。 

　
町
の
１
年
間
の
総
コ
ス
ト
は
78
億

６
，６
０
０
万
円
で
、
町
民
一
人
あ

た
り
24
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
コ
ス
ト
に
対
す
る
収
入
総
額

は
70
億
８
，３
０
０
万
円
で
、
町
民

一
人
あ
た
り
22
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
差
引
一
般
財
源
等
増
減
額

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め

に
徴
収
さ
れ
た
町
民
税
な
ど
の
総
収

入
と
行
政
コ
ス
ト
な
ど
と
の
差
額
で
、

企
業
の
場
合
の
当
期
純
利
益（
損
失
）

に
当
た
り
ま
す
。 

　
地
方
公
共
団
体
に
は
利
益
と
い
う

概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
は
後
年
度
に
活
用

で
き
る
純
資
産（
一
般
財
源
）が
減
少

し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

◇
資
金
収
支
計
算
書 

 

　
１
年
間
の
町
の
現
金
の
収
入（
歳

入
）と
支
出（
歳
出
）が
、
ど
の
よ
う

に
増
減
し
て
い
る
か
を
、
性
質
別
に

区
分
し
て
整
理
し
た
も
の
が「
資
金

収
支
計
算
書
」で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
く
た
め
の
「
行
政
活

動
に
よ
る
資
金
」
の
収
支
は
黒
字
で

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
黒
字
の
額

が
少
な
く
な
れ
ば
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
続
け
て
い
く
余
裕
が
な
く
な

り
ま
す
。 

　
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
の「
投
資

活
動
に
よ
る
資
金
」は
赤
字（
△
）で

す
が
、「
行
政
活
動
に
よ
る
資
金
」の

収
支
で
の
黒
字
分
を
充
て
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
建
設
事
業
に

は
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が
必
要
と

な
る
た
め
で
す
。 

　
な
お
最
終
的
に
は
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
で
収
支
の
赤
字
を
補
っ
た
う

え
で
、
残
り
の
金
額
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
純
資
産
変
動
計
算
書 

 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
構
成
し
て
い

る
純
資
産
が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に

増
減
し
た
の
か
を
表
し
た
も
の
が

「
純
資
産
変
動
計
算
書
」で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
１
年
間
の
純
経

常
行
政
コ
ス
ト
69
億
700
万
円
に
対
し

て
、
地
方
税
な
ど
の
一
般
財
源
収
入

が
62
億
３
，６
０
０
万
円
で
あ
る
た

め
、
純
資
産
が
６
億
７
，１
０
０
万

円
減
少
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老

人
保
健
、
介
護
保
険
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
各
特
別
会
計
と
土
地
開
発

公
社
を
加
え
た
大
磯
町
全
体
の「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」「
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
」「
資
金
収
支
計
算
書
」及
び「
純
資

産
変
動
計
算
書
」も
作
成
し
て
い
ま

す
。 

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
６ 

大磯町の資金収支計算書（普通会計） 
（平成１８年4月1日から平成１９年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

行政活動による資金 

　収入（税、国庫・県支出金など） 6,983 
　支出（人件費、物件費、扶助費など） △4,737 
　 2,246 
投資活動による資金 

　収入（町の基金からの取崩しなど） 480 
　支出（他会計への繰出金、普通建設事業費など） △2,259 
　 △1,779 
財務活動による資金 

　収入（地方債） 470 
　支出（地方債償還金など） △895 
　 △425 
 
　　　　　　　　　　　　合　　計 42 
　前年度からの繰越金 276 
　次年度へ繰り越す金額 318

大磯町の純資産変動計算書（普通会計） 
（平成１８年4月1日から平成１９年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

期首（平成18年度）純資産残高 
　純経常行政コスト 
 
　一般財源等 
　　地方税、地方交付税ほか 
　　資産形成補助金等 
 
　科目振替 
　　資産整備・処分による財源振替 
　　貸付金・出資金等による財源振替 
　　減価償却による財源振替 
　　地方債償還に伴う財源振替 
 
　その他 
期末（平成19年度）純資産残高 

25,151 

△6,907 
 

6,236 
6,125 
111 
 
0 
0 
0 
0 
0 
 
0 

24,480

合計 資産形成 
国県支出金 

資産形成 
一般財源等 

その他 
一般財源等 

◇
行
政
コ
ス
ト
計
算
書 

　
◎
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
は
、
総
額
７８
億
6
，6
0
0
万
円 

4,809 

 
 

111 
 

111 
 

△222 
 
 

△222 
 
 
 

4,698

22,199 

 
 
 
 
 
 

170 
300 
134 
△948 
684 
 

△229 
22,140

△1,857 
△6,907 

 
6,125 
6,125 

 
 

52 
△300 
△134 
1,170 
△684 

 
229 

△2,358


